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97 地点の 10 日間平均した降水量・気温・
積雪深のデータと NOAA AVRHH データか















































と 58 %の地点の相関係数が 0.7 を越え， 
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うち極軌道は地球を 100 分程度で 1 周する
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2003 年 3 月に設置された．タワーから 150m
以内の 10 本のカラマツ（日向 5 本，日陰 5
本）を植物体内水（葉と枝）の採取のため
に 2003 年 6 月に選定した．タワーに近接し
て 1 m × 1 m × 1 m の縦穴を掘り，異なる深



















図 1 土壌水の δ18O 鉛直プロファイル．縦線はカ






2003 年 8 月 21-23 日のデータ．破線はキャノピー
上，実線はキャノピー内の線形回帰曲線． 
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た。降雨後の 7/17 の CO2フラックスは、GPP、
Re 共に増加したが、Re の増加率の方が大き
いために NEP はマイナスになった。 
 一方で、8 月は降雨前の土壌水分は 9%と
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a. BGN 流域 
 
 
b. KBU 流域 
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